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今後の学級騒制及び教職員定数の改善について

平成2 3年度以降の学級郁暇び教職員定数の在り

報道発表

この鼠文部科学省においては､平成2 3年辰似阿t''ナ取TdrP.J仇UIT"印Pm~ーr一

方について本格鵬-を行うこととし､関鯛体の方々からご意見を伺う場を設ける
とといたしましたので､お知らせいたします｡

1.主な検討事項
｡国の学級篤制の標準の今後の在り方について

欄学習指導要領の円舶実施など教育課題に対応した敢闘定数の在｡方について

2･4警慧誤髭諾関係帥鵬ヒアリングを行う-有識-アリングなどを行い

ながら節を進め･ 8月未の平成2 3年度概算要求までに検討結果をと｡京細る0

3品慧%(悪霊警器慧莞諾荒科学省内又は近隣会場を-

②文紳学省出席者(予定) :順大臣､鈴木副大臣､高井大臣政務官

③意見聴取国体‥別紙のとおり

④その他
｡日時等については､決まり次第･別途お知らせいたします｡

･意見聴取は公開で行います｡

<お問い合わせ先>

初等中等教育局財務課
課　　長

課長補佐

係　　長

橋井原高安浅

電話:03-5253-4･111

03-6734-2567
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文部科学大臣政務官

高　井　　美

全国都道府県教育委員長協議会

全国都道府県教育長協議会　　　　御中

今後の学級編制及び教職員定数の改善に関する意見聴取に

ついて(依頼)

このたび､文部科学省では､今役の学級編制及び教職員定数の在り方を検討す

るために､学校教育の充実にご尽力いただいている関係団体の方々から､御意見

を伺う場を設けることといたしました｡

っきましては､ご多忙のところ恐縮ですが､ご出席の上､下記事項について意

見発表をいただけますようお顔い申し上げます.

なお､日程につきましては､ 2月中下旬で予定しておりますが､別途調整の上､

ご連絡をさせていただきます｡

記

○意見聴取事項

｡国の学級編制の標準の今後の在り方について

b計画的な教職員定数の改善を行う場合の具体的要望事項について

｡その他



意見聴取団体

o全国都道府県教育委員長協議会D全国都道府県教育長協議会

0全国都市教育長協議会

0指定都市教育委員｡教育長協議会

0中核市教育長会

0全国市町村教育委員会連合会

0全国町村教育長会

0全国へき地教育研究連盟

0全国連合小学校長会

0全日本中学校長会

0全国高等学校長協会

0全国公立学校教頭会

0全国高等学校教頭会

0全国特別支援学校長会

0日本教職員組合

0全日本教職員連盟

0全日本教職員組合

0日本高等学校教職員組合

o全国養護教諭連絡協議会

0全国学校栄養士協議会

○全国公立小中学校事務職員研究会


